













時代を 4 つに区分し、各時代における聖霊の臨在のあり方を確認していきたい 3。そ




Briggman は Irenaeus of Lyons and the Theology of the Holy Spirit  (Oxford: Oxford 
University Press, 2012) の 中 で Behr の 著 書 で あ る Asceticism and Anthropology in 















の区分とは、第 1 に、人間創造の時代、第 2 に、旧約の時代、第 3 に、御子の受
肉の時代、第 4 に、教会の時代である。
　また本稿においては全 5 巻から構成される『異端反駁』のうち、第 3 巻、第 4 巻、





















haereses 以下 AH と略記）全 5 巻があるが、本稿で扱う『使徒的宣教の証明』（Epideixis 
tou apostolikou kerygmatos）に関しては、20 世紀初頭に至るまでの長い間、カイサレイ
アのエウセビオスによって 3 世紀末から 4 世紀初頭にかけて著された『教会史』（Historia 
ecclesiastica）第 5 巻 26 章に言及された著作名称、すなわち、『使徒的宣教の証明』（Eis 
epideixin tou apostolikou kerygmatos）のみが知られていた。本書は 1904 年に K・テルー

















記している 2 つの箇所からみていく。『異端反駁』4 巻 7 章 4 節と第 4 巻 20 章 1 節








オス『使徒的宣教の証明』を中心にして」（『南山神学』第 23 号、1999 年、81-82 頁）。また、
Johannes Quasten, Patrology. vol. I (Utrecht: Spectrum; Westminster: Newman Press, 
1950), 292-93 を参照。
7　 ラテン語テキストは A. Rousseau/L. Doutreleau, Irénée de Lyon: Contre les hérésies, 
Livre I  (SChr 263 et 264), Paris, 1979; A. Rousseau/L. Doutreleau,  Irénée de Lyon: 
Contre les hérésies, Livre II (SChr 293 et 294), Paris, 1982; A. Rousseau/L. Doutreleau, 
Irénée de Lyon: Contre les hérésies, Livre III  (SChr 210  et  211); Paris,  1974, A. 
Rousseau/B. Hemmerdinger/L. Doutreleau/C. Mercier,  Irénée de Lyon: Contre les 
hérésies, Livre IV  (SChr 100/1 et 100/2), Paris, 1965; A. RousseauL. Doutreleau/C. 

















ト教教父著作集 3 ／Ⅱ』教文館、2000 年、216 頁）。
9　 小林稔訳ではアルメニア語に従って「［整えられた］ものの型」と訳されている。










想―『御言葉と知恵』から『御子と聖霊』へ」（『南山神学 別冊』第 29 号、2014 年、89-113 頁）
を参照。
12　『異端反駁』第 3 巻 8 章 3 節には「彼〔神〕は造られざるものであり、初めがなく、終わりも
ないものである。欠けるところがなく、自己充足的であり、更に、他のすべてのものに存在す











qui  facit semper  idem est, quod autem fit et  initium et medietatem et adjectionem 
et augmentum accipere debet. Et deus quidem bene facit, bene autem fit homini. Et 
Deus quidem perfectus in omnibus,  ipse sibi aequalis et similis, totus cum sit  lumen 







13　Terrance L. Tiessen, Irenaeus on the Salvation of the Unevangelized (Metuchen: The 
Scarecrow Press, 1993), 175. その他として聖霊が人間の創造以前から存在することを示す














omnium potestatem quando Verbum caro  factum est）。このように『異端反駁』第 4 巻




























(comprobante) ―”Tiessen, Irenaeus on the Salvation of the Unevangelized, 175. 
14　『証明』第 12 章には「人は子供であって、自らの可能性が十分実現された状態にまで至るよう







15　AH 5.  5.  1: Quoniam autem multo  tempore perseverabant  corpora  in  quantum 
placuit Deo bene haberem  legant Scripturas et  invenient eos qui ante nos  fuerunt 




また『異端反駁』第 5 巻 28 章 4 節には、次のように記されている。
　　 初めに、人間は、神の両手、すなわち、御子と聖霊によって造られ、すべての
時において神のかたちと類似性に従って造られた。16
　『異端反駁』第 5 巻 5 章 1 節では、アダムを創造したときに、父なる神の側に臨
在していた「神の両手」について再び言及されている。エイレナイオスによれば、
旧約の時代のエノクやエリヤも、この「神の両手」によって「上昇と移行」を受け














16　AH 5. 28. 4: “Et propter hoc  in omni tempore, plasmatus  in  initio homo per manus 
Dei, hoc est Filii et Spiritus, fit secundum imaginem et similitudinem Dei.” また『異





































れていた。Christopher T. Bounds, Competing Doctrines of Perfection: The Primary 





































文館、2001 年）、199 頁。これに対し、Ernst Klebba は、エイレナイオスにおいても原罪論



















Dei  factum esse hominem, non  autem ostendebatur:  adhuc  enim  invisibile  erat 










Unction of Christ in Irenaeus,” Journal of Theological Studies 61, Pt 1 (2010): 173-75.
また Houssiau も注油された霊は、イエスの人性にのみとの立場を取っている。A. Houssiau, 
La Christologie de Saint Irénée, Universitas Catholica Lovaniensis Dissertationes, 3. Ⅰ
(Louvain: Publications Universitaires; Gembloux: J. Duculot, 1955), 166-86.
　　これに対して、Orbe は非位格的霊もしくは、神の力がイエスに注油されたと主張している。





　なぜ、御子が洗礼を受けたか 23 について、エイレナイオスは『異端反駁』第 3 巻











教」が成就するためであったと説明している。この点については Houssiau, La Christologie 
de Saint Irénée, 76-177; Kilian McDonnell, The Baptism of Jesus in the Jordan: The 
Trinitarian and Cosmic Order of Salvation  (Collegeville: Liturgical Press, 1996) 119-
20. を参照。














単に御言葉が肉体となったことを意味していると述べている。Houssiau, La Christologie de 
Saint Irénée, 185. また McDonnell は、ヨルダンでイエスに聖霊が降り、注油されたことで「キ










ヨピッヒ（Joppich）は『異端反駁』第 4 巻序 4 節 26、第 4 巻 41 章 4 節 27、4 巻 31 章
2 節 28、そして第 1 巻 9 章 3 節 29 を取り上げ、エイレナイオスは「形成物」（plasma）
と「肉」を同一視しているとの見解を示している 30。つまり聖霊は、形成物である「肉
体」に臨在し、「肉体と魂」から成る人間と区別される「聖霊」31 が、「肉体」を持






























































4.2　御子の受肉の時代：『異端反駁』第 4 巻 33 章 15 節に見る「転換の契機」
　　 としての「終わりの時」
　エイレナイオスにおける「聖霊の人間への臨在」を考察するにあたり、決して見













































臨在の仕方に違いがあると考えることができるであろう。『異端反駁』第 4 巻 33
章 15 節でも、『証明』第 6 章でも、「聖霊の新しい注ぎ」について言及されている。
35　前掲書、207-208 頁。
36　「御子の受肉」を「終わりの時」との関連で記している箇所として、『異端反駁』第 3 巻 5 章 3
節、第 3 巻 11 章 5 節、第 3 巻 17 章 1 節、第 4 巻 7 章 2 節、第 4 巻 20 章 4 節、第 4 巻 24 章
















及している 2 つの箇所『異端反駁』第 3 巻 6 章 1 節と第 3 巻 19 章 1 節を取り上げ

















































































































ている。エイレナイオス「使徒たちの使信の説明」、206 頁。また『証明』第 7 章には「洗礼は、
子を通して、聖霊の内に、父なる神への再生をわれわれにもたらすのである。」と記されている。



































protulerint,  glorificantia  eum qui  suscitaverit  ea  ex mortuis  et  aeternam vitam 






























52　AH 3.  24.  1:  et  in  eo deposita  est  communicatio Christi,  id  est Spiritus  sanctus, 
arrha  incorruptelae et confirmatio  fidei nostrae et  scala ascensionis ad Deum.  In 



































54　Tiessen, Irenaeus on the Salvation, 184.


























misericordiae  tuae bene  sensisti  in nobis ut  te  cognoscamus,  qui  fecisti  caelum 
et  terram et  dominaris  omnium,  qui  es  solus  et  uerus Deus  super  quem alius 
Deus non est; per Dominum nostrum Iesum Christum donationem quoque donans 
Spiritus sancti, da omni  legenti hanc scripturam cognoscere  te quia solus Deus es 
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